
株式会社八天堂ファーム（八天堂ぶどう園）

収穫作業 収穫したぶどうの加工品

経 緯

○八天堂は約５年前より福祉関連事
業として就労支援や、農福連携に
取り組む。

〇令和３年１月より広島県竹原市の
オーナー不在のぶどう園を八天堂
と社会福祉法人宗越福祉会で引き
継ぎ、「八天堂ぶどう園」の運営を
開始。

○令和４年５月には新会社（株）八天
堂ファームを設立、商工農福連携
のビジネスモデルの確立を目指す。

取組内容

○令和３年４月に支援対象者を初めて受け
入れ、圃場の再生から栽培へ事業を開始、
初年度は敷地面積8,000㎡で10品種のぶ
どうを栽培。

○八天堂の開発力により、くりーむパン、ス
イーツ、ドリンク等に付加価値を付け販売。

〇令和４年７月にはノウフクＪＡＳの認定を受
け、持続可能な利益循環構造の構築を目
指す。

〇２期目は、１期目を大幅に上回る品質と数
量の収穫を見込む。

活動の効果

○引きこもりで長らく社会との接点がなかった支援対象者が、対人関係に自信を持っ
て地域のコミュニティに自ら参加してカラオケ大会に出場するなどの行動変容。

○イノシシ被害の際に、心配で休みの日にも圃場へ行きたいというほど積極的に。
○人の手を必要とするぶどう栽培は、やりがいを感じられて、自分ごと化しやすい、
農業の広がる可能性を実感。

（株） 八天堂 広報担当 Ｔｅｌ： 0848-86-8611

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県三原市

「農」を通じて育てる楽しさや働く喜びを感じながら、社会的・経済的に自立するため
の支援を行います。生きづらさや働きづらさのない社会をつくる取り組みの一環として、
働く人が生きがいや希望を感じることのできる農園でありたいと願っています。

～商工農福連携で広げるサステナブルな社会～

農業
みはら4 農福連携

はってんどう はってんどうかぶしきがいしゃ えん
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株式会社八天堂（八天堂ビレッジ）

八天堂ビレッジ各店舗 地産地消食材を取り入れたメニュー

経 緯

○広島空港前「広島臨空産業団地」
に、初進出企業として、平成25年
くりーむパンの製造拠点の新工場
を竣工。

○平成28年にパン作り等の体験も
できるカフェを、令和２年に地域産
品を扱うカフェ・店舗をオープン。

〇地産地消商品や、地域連携イベ
ントで空港周辺における地域活性
化のモデルを目指す。

取組内容

○三原市・世羅町近隣エリア他、農福連携で運
営の「八天堂ぶどう園」の果物を取り入れ「い
ちご」「桃」「ぶどう」等季節フェアを開催。

〇バーベキューテラスでは、三原市「神明鶏」、
世羅町「みのり牛」や、地元産野菜を取り入
れたメニューを提供。

〇三原市や世羅町を中心に、広島県内・瀬戸
内近隣の食材を使ったお土産として、八天堂
で培った商品・企画を元にオリジナルブランド
商品を開発。

活動の効果

○令和３年には年間約19万人以上が利用。地域と連携した「食」とイベントの発信で、
観光資源に乏しいと言われていた広島空港への交流人口増加、雇用の機会も創出、
地域の賑わいに貢献する事業を推進。

○今後、同モデルを取り入れた事業の全国展開を構想。千葉県にある第二製造拠点
「八天堂きさらづ」の隣接地で、八天堂ビレッジのモデルを導入した「カフェ」の新規
オープンを予定。地域ＰＲに繋がる産品開発による県外への商品ＰＲを計画。

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県三原市

八天堂ビレッジの運営に携わる社員スタッフの多くが20代の若手です。
「ここで働きたい」という若者の三原エリアの定住や雇用人口の拡大にも寄与するモ
デルとしても貢献できている実感があります。

～地域が賑わい・繋がる「食のテーマパーク」～

地産地消
みはら5

はってんどう はってんどうかぶしきがいしゃ

（株） 八天堂 広報担当 Ｔｅｌ： 0848-86-8611
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広島「怪獣レモンプロジェクト」

怪獣レモン

経 緯

○柑橘農家の後継者不足により耕
作放棄地が増加、美しいふるさと
の風景が失われつつある。

〇この風景を次世代に伝えていくた
めに、農作物の高付加価値化に
よる高収益化を図る。

〇農家の後継者不足を解消するた
め会社を設立し、規格外品をJAな
どのＡ品の買い取り価格で仕入れ
１次産業を底上げ。

取組内容

○農家が収益にし難い規格外のレモンを仕
入れ、見た目がごつごつしていたり、黒点
の多いものなどを「怪獣」に見たて、『怪獣
レモン』としてブランド化。

○後藤鉱泉所と『怪獣サイダー』を共同開発、
ほか、『怪獣レモンイカ天』『怪獣レモン玉
ねぎドレッシング』『怪獣レモン翠ジンソー
ダ』等を販売。

〇鉄製の標本骨格オブジェを生口島のレモン
畑そばのサイクリング道に設置。

活動の効果

○レモンブームにより瀬戸内レモンの認知度は高まり、需要が増しているが、農家の所
得は規格外品の割合がレモンは全体の４割に達してしまうことから増えにくい現状。

〇真の意味で儲かる農業を実現することで生産者の持続可能性を高めていきたい。
〇怪獣レモンの当社の販売は、令和３年は７トンの仕入れ実績、令和４年は14トンを目
標としている。

〇商品コラボや問屋や販売店、デザイナー含めすべてが瀬戸内圏内に縁のある人。

（株）瀬戸内百姓 Ｔｅｌ：090-4897-7304 後藤鉱泉所（サイダー） Ｔｅｌ：0848-44-1768

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県尾道市

創業以降インスタグラムやフェイスブックを開設しＰＲを行っており、インスタグラム、
フェイスブック、ツイッターの総フォロワーは約20,000人。『怪獣レモン』で検索して。

～不揃いほど価値が出る！？『怪獣レモン』～

かいじゅう

企業との連携農業
おのみち6 ６次産業化

ひろしま

怪獣レモンを使用したサイダーとイカ天

奨励賞
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福山くわい出荷組合

地元小学校への食農教育 ６次産業化の取組

経 緯

○昭和42年に福山くわい出荷組合
を結成し、くわいの共同出荷に取
り組むことにより産地間競争で優
位に立ち、市場に対して一定の供
給高を確保、特産地としての信頼
を獲得。

○福山市のふくやまブランド農産物
に認定、地域団体商標（商標登録
第5385225号）、地理的表示（ＧＩ）
保護制度に登録、等。

取組内容

○日本一のくわい産地を守るため、出荷組
合・ＪＡ・市・県・「地域」が役割を明確にし、
次世代へ継承。

○ＧＩ取得による生産体制・ブランド力向上。

○おせち料理食材で文化的食材である「福山
くわい」の食農教育として、年末になるとく
わい料理が市内の学校給食に盛り込まれ
るとともに、地元小学校では地域の特産物
として、生産者の指導により、くわいの田植
体験を行っている。

活動の効果

○規格外品に付加価値を付与し、加工品の出荷量、販売高をアップし、福山くわいの
周知、認知度を向上。

〇加工用くわいの単価向上による、農業者の所得増大。芽が出る食材（縁起物）として、
季節を問わず販売が出来る。くわいの正品の売上にもつながる消費拡大。

○お正月だけではなく年中楽しむことの出来るよう、６次産業化に取組み、「くわいっ
こ」（スナック菓子）、チップス等に加え、新たにレトルトカレーを開発。

福山市川口町（JA福山市福山グリーンセンター内） Ｔｅｌ： 084-981-2455

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県福山市

伝統野菜の需要維持・継承をするため、「福山のくわいっこ」、「くわいぽたーじゅ」、
「くわいうどん」、「くわい焼酎」などを開発・販売しています。
新商品「福山くわいカレー」も絶賛発売中です。

～地域の活性化、ブランド力強化！～

ふくやま

伝統の継承農業
ふくやま7 ６次産業化

しゅっかくみあい

14



特定非営利活動法人 あいあい広場

農園に除草シートを貼る利用者 来園された方の受け付けの様子

経 緯

○平成14年特定非営利活動法人設
立。小規模作業所リサイクルワー
ク福山との合併を経て、指定障害
福祉サービスに移行し、生活介
護・就労継続支援B型の多機能事
業所を開所。

○作業の一環として農作業を行って
いたが、ブルーベリーの栽培によ
り収入増と地域のふれあい、利用
者のやりがいを感じてもらうため、
平成29年観光農園を開園。

取組内容

○障害者が農業でやりがいを感じると共に、
観光農園を通して、地域の人と触れ合う機
会を創出。

○利用者それぞれが出来る作業を行いなが
らブルーベリーを栽培・収穫。

〇収穫したブルーベリーとその加工品を、直
売所やスーパー等で販売。

〇観光農園を行う事で、自分たちの栽培した
ブルーベリーをおいしそうに食べている姿
を見たり、声をかけていただいたりと、来
園される方と交流し、相互理解を深める。

活動の効果

福山市神辺町徳田 Ｔｅｌ： 084-962-3452

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県福山市

「あいあい広場」とは仲間がふれあい、であい、そのなかで自分らしい生き生きした人
生を送っていくための、仕事の場、集いの場をめざして名付けました。
ひとりひとりの力をよりあわせて、つくるよろこびを！

～障害者の想いが一杯、ブルーベリー観光農園～

とくていひえいりかつどうほうじん

食育・教育農業
ふくやま8 農福連携

ひろば

○収穫物や委託製造した加工品（ジャム、ジェラート等）を直売所やスーパー等に搬入
したり、観光農園で来園者と接することで地域社会とのかかわりができ、収入増及び
当事業所を知っていただく機会になり、利用者のやりがいになった。

○コロナ後は今まで以上に宣伝を行うことで来園者を増やし、ブルーベリーと椎茸の収
穫体験で障害者と地域の方との交流の機会も増やし、さらなる利用者のやりがいに
つなげる。
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道の駅 アリストぬまくま

地域連携令和コロッケバーガー試作会とれたての野菜・魚・果物・加工品・レストラン・ハーブ園
なんでもあり

経 緯

○近年、地元農業者や漁業者から安
定した売り上げが欲しいとの声が
増えており、観光客をターゲットと
した販売は波が激しいことから、地
元の人を対象とした地産地消の定
着が必須と着眼。

○地元の旬や魅力を地元の人に伝
え、楽しみ賑わいを作り出し、日常
の食卓に地元の旬を食べることを
浸透させ楽しい地産地消を目指す。

取組内容

○地元食材を食べる機会を増やすには、消
費量が増えているパンの活用が有効と考
え、その時期旬の食材を活かしたパンや
スイーツを毎月リリース。

○旬を楽しむ様々な企画。「道の駅地元自慢
対決」「地元食材あたり付きもちまき大会」
「漁師と協力した大鍋漁師汁振る舞い」等。

〇地域の業者や生産者と新商品を開発。
「こいわしの磯辺揚げ」「令和コロッケバー
ガー」「道の駅駅弁」「海苔おはぎ」等。

活動の効果

○パン工房リニューアル後は、幅広い年齢層の方の来店が増え、売り上げも増加。
○野菜や魚を出荷する出荷者の購買も増加、地元雇用も３人増、特に若い世代からの
応募が増加、小学校からの社会見学も増加。

〇「道の駅地元自慢対決」は、各道の駅の自慢の食材を使い競う企画で、お客様だけ
でなく生産者や行政職員、道の駅スタッフからも関心が高く、毎回完売。

〇６次産業化では次々と新しい商品が生まれ、販路を増やすことにつながっている。

福山市沼隈町大字常石 Ｔｅｌ：084-987-5000

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県福山市

道の駅だけで完結する商品開発・販売では小さな成果しか得られませんでしたが、
地域の人と協力することで、思いがけない商品の開発や新たな販路開拓につながり
ました。今後も、道の駅は地域連携のハブになり、地域の情報発信の拠点となるよう
に取り組みます。

～地元の旬を楽しむ賑わい交流の場～

みち

地産地消農業
ふくやま9 水産業

えき
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一般社団法人 協和元気センター

川崎フロンターレへ優勝記念グッズ提供紙すき熟練者による若手後継者の育成事業

経 緯

○府中市協和地区は、小中学校の
廃校で文化発信の基盤がなくなり
過疎化が加速。この流れを食い
止めたいと地域の有志が起ち上
がり協和元気センターを立ち上げ。

○阿字和紙は、江戸時代より協和
地域の伝統的産業であったが、昭
和30年代に途絶えたものを復活。

〇さらに、デマンドタクシーの運営と
１人暮らし宅草刈り事業を運営。

取組内容

○協和元気センターが最初に始めたのが地
元の小学生の紙すき体験教室。最初は手
探りで吸水や乾燥等の機器もままならな
かったが、体験教室の過程でノウハウを積
み上げ、今ではかなりの部分を自動化。

○はがきや名刺から和紙の製品販売をス
タート。協和元気センターのホームページ
の作成や阿字和紙作業のプロモーションビ
デオの作成、さらにはブランド戦略としてロ
ゴマークを作成し、宣伝に努めた。

活動の効果

○紙すき体験は、観光事業者や子供会さらには外国人へと幅が広がり、府中市の「備
後国府祭り」へ出展してうちわ作り体験で賑わった。また阿字和紙の歴史や作業工程
などを伝える出前講座の依頼も増えている。

○各方面からあんどん・コースター・灯籠などの注文を受けるようになった。地元紙が活
動を取り上げたり、府中市の観光協会からの支援等で製品の認知度が高まっている。

○耕作放棄地の活用と良質の材料作りを目指し、令和３年より楮（こうぞ）の植樹を開始。

府中市木野山町（協和公民館内） Ｔｅｌ： 0847-68-2121

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県府中市

令和３年１月には、サッカーチームの川崎フロンターレから優勝のエンブレムとしてフ
ロにちなみ「ふろおけ」を受注、阿字和紙をおけに２重に貼り完成。
これが新聞記事になり、協和元気センターの阿字和紙の知名度が高まりました。

～温故と絆の探求～

きょうわげんき

高齢者の活躍伝統の継承
ふちゅう

10 荒廃農地対策

いっぱんしゃだんほうじん
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川西自治連合会

川西における自治活動と経済循環のイメージ 郷の駅産直市は経済循環に貢献

経 緯

○人口減少とともに地域内産業は
衰退し、金融や商店等も撤退し、
地域の住民は、将来への不安や
危機感を感じていた。

○地域に誇りを持ち安心して暮らし
続けるため、自らビジョン策定委
員会を立ち上げ、地域の将来像
を描くことを最重要課題として取り
組むこととした。

取組内容

○住民出資の経済組織「株式会社川西郷の
駅」と、地区全体で構成する自治連合会の
２層構造により、農地・農業を守り、雇用を
創出し、地域内経済循環を形成している。

○少量多品目の農産物でも収益があげられ
るように、農村型コンビニを中心に、産直
市、農産加工品販売、軽食堂部門を併設
した、地域生活交流拠点「川西郷の駅」を
運営。

活動の効果

○川西郷の駅では、約5,340万円の地元収益、30万人の来訪、30人の雇用、また、農
事組合法人による約3,700万円の地元還元額など、地域の新たな経済循環と雇用
を生み出した。

○地域外への発信及び交流、地域外からの応援、関係人口の確保などが重要として、
NPO法人「ほしはら山のがっこう」を都市農村交流拠点として連携、活動推進を図っ
ている。現在、年間約3,500人の来訪者がいる。

三次市三若町2651-1 Ｔｅｌ： 0824-69-2526

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県三次市

生活拠点と交流拠点の２拠点を中心に、農村型地域運営組織（農村RMO）を確立す
る方向で、豊かな農村持続へ組織連携を一層推進していきたい。

～農業による経済循環で田舎暮らしが楽しい里～

雇用農業
みよし

11 企業との連携

かわにしじちれんごうかい

川西郷の駅（農村型コンビニ）
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株式会社 福田農場

福田農場従業員 米粉パン製造

経 緯

○三次市の西組営農組合では、平
成17年に高齢化、担い手不足に
よる農地の遊休化を防ぎ、集落環
境の悪化を防止することが集落
課題と考えたが、任意組織による
営農には限界。

○後継者のＵターンをきっかけに農
業法人を設立。集落住民が営農
を支える２階建方式の集落経営
の仕組みを構築。

取組内容

○三次市の市民農園管理を受託し、園児、
小学生の農業体験及び消費者との農業
交流体験を行う。

○西組営農組合や集落住民と共同作業で、
味噌、餅、総菜等の加工品づくりを行った
り、米粉パンの製造を行い、店頭販売や
市内外の事業所、学校等への訪問販売
を行う。

○広島県菓子工業組合と連携し、原料小豆
の生産を行う。

活動の効果

○西組農地36haを含め、近郊の高齢化、担い手不足の集落からの農地集積が拡大し、
現在は75.6haとなっている。

○集落住民と連携し、餅、味噌、大豆加工品、コンニャク、野菜、米粉パン等の配達の
仕組みを構築するなど、集落住民が栽培する少量多品目野菜を原材料とした６次
産業の拡大を図ることで、持続的な収入還元を行う。

三次市和知町2682-2 Ｔｅｌ： 0824-65-3188

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県三次市

「地域と共に」を経営理念に、西組営農組合と連携した６次産業の複合経営で、地域
住民の持続的雇用と農地保全を行っていきたい。

～地域と共に～

荒廃農地対策農業
みよし

12 ６次産業化

かぶしきがいしゃ ふくだのうじょう
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広島県立庄原実業高等学校

29年度制作“ヒバゴンと庄原の名産” 小学生他、アート連携者による苗植え付け作業

経 緯

○生徒は地域課題探求学習（PBL）
において、耕作放棄地の拡大の
深刻さを知る。

○基幹産業である１次産業の振興
なくして、庄原市の活性化はない
と考え、耕作放棄地に田んぼアー
トを制作することに。平成27年に
学年を超えて「田んぼアート実行
委員会」を設立。

取組内容

○青森県田舎館村が田んぼアートで地域発
信を行っているとの情報を得て、制作につ
いて教示をうけ、平成28年に最初の制作。

○実行委員会の枠を超えて、栽培管理、収穫
は生物生産学科、アートデザインは美術部
が担う等、校内の協力体制を構築。

○田んぼアート制作は、本校の中核プロジェ
クトとして、制作技術が磨かれ、技術継承
が行われている。

活動の効果

○庄原市の季節の観光資源として認知され、小学校、大学、企業、行政、農業者と
連携し、取り組まれるようになっている。

○課題テーマの深堀やブラッシュアップのため、生徒一人一人が市民や企業、大学、
行政などに訪問を重ねることで、人間関係の構築に活かされ、コミュニケーション
力の改善や向上に繋がっている。

庄原市西本町一丁目24-34 Ｔｅｌ： 0824-72-2151

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県庄原市

地域の方々と連携し、耕作放棄農地に田んぼアートの設置を行い、集落景観環境
の改善に繋げるとともに、地域の魅力発信に取り組んでいきたい。

～田んぼアートで広がる地域の輪～

農村環境・
景観保全

荒廃農地対策
しょうばら

13 食育・教育

ひろしまけんりつ しょうばらじつぎょうこうとうがっこう
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いにぴちゅ会

棚田体験会 秋の稲刈り 棚田カフェ「イニミニマニモ」

経 緯

○平成11年に日本の棚田百選に選
出された「井仁の棚田」だが、地
域住民の高齢化で既存の自治会
では新たな活動を行うことが難しく
なり、平成23年に地域自主活動
組織「いにぴちゅ会」を発足。

○平成26年に廃校となった小学校を
井仁棚田交流館として活用し、棚
田の維持・保全に取り組んでいる。

取組内容

○棚田体験会として、春は田植え、秋は稲刈
りを実施。棚田で「ストリートピアノ・コン
サート」を行うなど、各種イベントを開催。
大学生のインターンシップ先としても活用。

○平成29年に地域おこし協力隊員が棚田カ
フェ「イニミニマニモ」を開業。井仁で採れた
お米を提供し、井仁棚田米や米粉クッキー
として販売。町内の道の駅でも井仁棚田米
や米粉クッキーを販売。

活動の効果

○ゼミ教育の一環としての広島大学の学生ボランティア活動や、無印良品の米作りに
協力。東雲スイミングクラブは年に３回、次世代育成の活動として、井仁での体験や
散策を通して作品を作成するプログラムを実施。大学生との地域連携や、企業と協
力したイベントの実施により、棚田保全と地域活性化に取り組む。

○お茶やランチをしながら棚田を展望できる棚田カフェは、テレビ局の取材を受けるな
ど、年々知名度が上がっており、売り上げを伸ばしている。

安芸太田町中筒賀井仁 Ｔｅｌ： 090-8364-5123

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県安芸太田町

新たなイベントを開催し知名度向上に努めるとともに、空き家を改修して町内外問わ
ず交流できる場を設け、地域を活性化させる活動を行っていきたい。

～「帰ってきんさい」広島のマチュピチュ～

農村環境・
景観保全

企業との連携
あきおおた

14 棚田保全

かい
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一般社団法人 まなびのみなと

皮まで使える島の柑橘を活用したスイーツ 異世代交流が生まれるコミュニティスペース

経 緯

○県立大崎海星高校が生徒数減少
で統廃合に直面。地域を学びの
場とした教育活動を特色とし、県
外からも進学を希望する生徒が
増加。

○コロナ禍で地域活動が困難になり、
「学校生活、こんなはずじゃなかっ
た」との声をきっかけに地域の居
場所、地域交流拠点が求められ
るようになった。

取組内容

○コロナ禍で地域活動の機会を失った子ども
達と地域の交流拠点・居場所となるコミュニ
ティスペースを開設。

○30年前まで地域に愛されたパン屋を改装し
ミカタカフェを開設。カフェで提供するスイー
ツも島の食材を使用。高校生が開発・制作
まで全てを担う。

○カフェの売上はコミュニティスペースの運営
費に充て、子どもを応援できる仕組みづくり。

活動の効果

○カフェのオープンから約半年で７品の島スイーツが誕生。同期間で、６回のメディア
出演に加え、広島県知事をはじめ多くの方が視察に訪れるなど、注目される。

○島内の高校生達が自分のやりたいことを起点としてミカタカフェに関わることで、周囲
の大人へと連鎖し、島全体が活気づいている。島内コミュニティの活性化や高校の
魅力化の一助となることが期待できる。

○コミュニティスペースでは、様々なイベントを実施し、異世代交流が生まれている。

大崎上島町中野1871-1 Ｔｅｌ：090-2226-0269

応募団体からのアピール・メッセージ

広島県大崎上島町

「ミカタカフェ」は、誰もが誰かのミカタになれる場所。今後は未来を担う子ども達がさ
らに地域とつながり、地域について考え行動する場として機能することを目指す。

～誰もが誰かの味方になれる「ミカタカフェ」～

学生・若者
の活躍

地産地消
おおさきかみじま

15 食育・教育

いっぱんしゃだんほうじん

奨励賞
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